
 毎年真夏に開催している怪談朗読会。2021年は緊急事態宣言

を受け、秋に開催時期を移しました。朗読していただくのは、視

覚障害者を中心としたトークパフォーマンス集団「こうばこの

会」の皆さんです。 

 当日はハロウィンとあって、猫の耳のカチューシャをかぶった

り紫と黒のストライプ柄のスカートを履いて参加したお子さんも

いました。会場には、朗読者と聴衆を仕切るお化けが描かれたビ

ニールシートも張られて、とても楽しい雰囲気でした。 

 

 とっても怖い絵本の『おろ

してください』の朗読が終わ

ると部屋の中は真っ暗に…。 

 チリーン チリーン と、

鈴の音が響き、かごめかごめ

の歌が輪唱されます。歌が終

わる頃、真っ暗な部屋の中心

にぽつんとライトが灯されま

した。そして、怪談の朗読が

始まります。  
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また会おうね 

【演目】 

1．おろしてください(絵本） 

2．つれていって 

3．ものをいうふとん 

4．3年坂のおぶさり幽霊 

5．夜の放送室 

6．ジェットコースターにまつわる話 

     7．消えた村 

     8．銅像の怪 

     9．私とトイレの花子さん 

     10．帰ってくる血染めの車 

 怖いだけじゃなく、可笑しかったり切なかったりなど、様々な話が臨場感

たっぷりに語られました。 

 朗読をより楽しめる仕掛けも用意しました。後方の席から叫び声が上がっ

たり、大勢の声が湧いてきたり。悲鳴と同時に部屋の電気が消える演出も

あって、子どもたちは飽きることなく真剣に朗読に聞き入っていました。 

  

 「テレビと違い、声だけでも十分にイメージできた」と、朗読の面白さや

迫力を楽しんでいただけたようです。 

 また開催いたしますので、ぜひお越し下さい。 

こうばこの会のみなさん ありがとうございました 


